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AQUAで最も基本的なテストタイプです。
テスト後にPASS/FAIL(SKIP)を選択するようなテストです。
テストにおいて、許容値に”動作する”と記載されているものが主に該当します。
BinaryテストはAQUAのソフトウェア上で簡単に作成することができます。

1. Binaryテストとは
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① リボンタブからTestsを選択します。

2. Binaryテスト作成方法
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② NEW BINARY TESTを選択します。

①

②
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③ テストの名前を入力します。名前の登録ができるとSaved!が表示されます。

  ここでは例として“Binary Test“として作成しています。

※AQUAでは日本語（ひらがな、カタカナ、漢字）は使用できません。
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③

2. Binaryテスト作成方法
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3. テストの編集

テストを作成するとテストの編集画面になります。
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Procedure:テストの手順等を記載することができます。

画像を載せることもできます。

Description:テスト名や必要に応じてテストの説明を記載します。

Script:テストのスクリプト情報です。

Comment Valueの後はテスト実施する際の質問項目として

入力することができます。

初期はテスト名が入っています。

Specification:テストの仕様等を記載することができます。

画像を載せることもできます。

※AQUAでは日本語（ひらがな、カタカナ、漢字）は使用できません。
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3. テストの編集

Test Imagesの活用
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AQUAは日本語の入力ができないため、”画像として”手順をテストに入れる方法があります。

① Attach imageのBrowse..から挿入したい画像を選択し、UPLOAD IMAGEを押します。

①
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3. テストの編集

Test Imagesの活用
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② Test Imagesに取り込むと、Test Images

の項目に表示されます。

③ ProcedureやSpecificationのInsert Imageから画

像を選択することで、画像を載せることができます。

③②
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テストを作成したらTest Instancesでリニアックなどに紐づけし、使用できるようにします。

① NEW TEST INSTANCEを選択します。

② Equipment/Machineから登録されているLinacを選択します。

③CREATEを押して登録します。

Test Instanceの設定

4. テストの設定
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①

②

③
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① 登録したTest Instancesを選択します。

②RUNを押し、テストに進みます。

テストの使用

4. テストの設定
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②

①
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③作成したBinaryテストを行うことができます。

Procedureなどに日本語の手順画像を入れていれば、＋ボタンで手順の確認ができます。

テストの使用

4. テストの設定
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※スケジュールを登録するにはあらかじめDraftを外してSAVEしておく必要があります。

① 登録したTest Instancesを選択し、SCHEDULEに進みます。

【補足】スケジュールに登録する

4. テストの設定
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①

※
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②User or Groupは現在ログインしているUserまたはaquaPhysicistを選択します。

③Time PeriodからDaily,Weeklyなど実施頻度を選択します。

また、必須のテストとしたい場合はMandatoryに します。

④Saveを押します。 To-Do Listに表示されます。

4. テストの設定
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②

③

【補足】スケジュールに登録する

④
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